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で 2 説が行われてきた。『藝文類聚』説と『修文殿御覧』説とである  1）。ただ両説ともに不備
を存することから，わたしは『華林遍略』説を首唱した  2）。いまのところ，『書紀』の出典の
文献的状況を最も合理的に説明した学説と思われる。







































哉，人皆猟禽獣，朕猟得善言而帰。 （雄略紀 5 年 2 月「葛城山の猟」）
くだんの後半部分とは下線を引いた①②③である。瀬間は，これらの出典を『藝文類聚』巻
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『華林遍略』720 巻。梁の普通 4 年（523）あるいは翌 5 年成る。〔佚〕
『修文殿御覧』360 巻。北斉の武平 4 年（573）成る。〔佚〕
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『藝文類聚』100 巻。唐の武徳 7 年（624）成る。〔存〕
『文思博要』1200 巻および目録 12 巻。唐の貞観 15 年（641）成る。〔佚〕
『秘府略』1000 巻。日本・淳和天皇の天長 8 年（831）成る。〔存巻第 864・868〕
































ａ『藝文類聚』巻 66 産業部「田猟」所引『荘子』，ｂ『太平御覧』巻 457 人事部「諫諍」所引
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其手与帰，呼万歳曰，楽哉，今日猟也，人皆得獣，吾独得善言。
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『秘府略』もその 1 書である  15）。『秘府略』は『華林遍略』を主藍本に制作されたことがほぼ








用をも主張した  16）。これは失考といわねばならない。『藝文類聚』は，巻 85 に百穀部と布帛
部とをそなえ，そのうち「黍」「粟」「錦」の 3 類目が『秘府略』のそれと一致する。『藝文類聚』
の 3 類目，都合 67 条はすべて『秘府略』にふくまれ，そのうち 41 条が両者同文，残る 26 条



















京都産業大学論集 人文科学系列 第 48 号 平成 27 年 3 月
条文も収載されていたということである。そのなかには，『華林遍略』制作の段階ですでに節
略をほどこされた条文もあった。そのような例を 2，3 あげよう。
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らの孫引きであろうと拙稿 4 で主張し，范曄『後漢書』も同様であろうと拙稿 3 で論じた。ま
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京都大学人文科学研究所，1978 年）。くだんの類書問題についての研究史は次注にあげる拙稿 2 に整
理してある。
2） 関連する拙稿を略称とともに挙げれば以下のとおり。拙稿 1「『日本書紀』と六朝の類書」（『日本中
国学会報』第 59 集，2007 年），拙稿 2「『日本書紀』の潤色に利用された類書について」（『日本歴史』
第 723 号，2008 年），拙稿 3「范曄『後漢書』の伝来と『日本書紀』」（『日本漢文学研究』第 3 号，
2008 年），拙稿 4「『日本書紀』の出典問題——『漢書』を例にして」（新川登亀男・早川万年編『史
料としての『日本書紀』　津田左右吉を読みなおす』勉誠出版，2011 年），拙稿 5「『日本書紀』と唐






4） 唐宋の古類書では，本文に引いた『藝文類聚』巻 66 のほか，以下の書に『晏子春秋』該条の節略を










庫全書総目提要補正』巻 40 などによって訂正されるべきと思われる。なお『金楼子』巻 6，『冊府元亀』
巻 242 にも同一説話を収めるが典拠をいわない。
6） 『華林遍略』から『太平御覧』にいたる中国古類書の継承関係については，森鹿三「修文殿御覧につ
いて」（『本草学研究』武田科学振興財団杏雨書屋，1999 年。初出 1964 年），勝村哲也「修文殿御覧
巻三百一香部の復元――森鹿三氏「修文殿御覧について」を手掛りとして」（『日本仏教学会年報』第












京都産業大学論集 人文科学系列 第 48 号 平成 27 年 3 月
1040 頁。なお『秘府略』の藍本に『文思博要』を擬する勝村哲也説があるが，その非なること，拙















13） 『書紀』撰者が「因」「独」の 2 字をのぞいて流用したと考えてもよいが，安易な解法なので取らない
ことにする。
14） 勝村哲也「修文殿御覧天部の復元」（前掲）652 頁など。




17） 41 条と 26 条との数字は，飯田瑞穂「『秘府略』に関する考察」（前掲）169 頁の認定にしたがう。







瑞穂著作集 3，吉川弘文館，2000 年。初出 1975 年）128 頁。『藝文類聚』が誤記した理由はつぎのご
とくと思われる。『秘府略』錦 1「説文曰……」も『華林遍略』「錦」からの転録と推されるが，おそ
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The Source of “Katsuragisan no Ryo” in Nihonshoki,  




1 Point of Sema Paper
2 Criticism on Sema Paper
  (1) Misunderstanding of References in Leishu
  (2) Misunderstanding of Text in Leishu
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